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取
り
巻
く
社
会 

●
景
気
回
復
基
調
に 

輸
出
の
伸
び
な
ど
を
背
景
に
、
政
府
が
「景
気
底
入 

れ
宣
言
」を
す
る
が
、
業
績
回
復
は
一
部
の
企
業
に 

限
ら
れ
る
。 

れ
る
。 

 

●
国
連 

「女
子
差
別
撤
廃
条
約
」 発

効 

電
機
連
合
の
取
り
組
み 

 
●
「女
性
政
策
」を
策
定 

●
介
護
休
職
制
度
導
入 

 
●
育
児
休
職
制
度
導
入 

 
●
婦
人
活
動
対
策
指
針 を

確
立 

 

 
●
男
女
平
等
巣
新
の
基
盤
づ
く
り 

 

セ
ク
ハ
ラ
対
策
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
ア
ク 

 

シ
ョ
ン
推
進
の
労
使
委
員
会
を 

 

設
置
。 

●
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー
ン
問
題
発
生
（世
界
金
融
危
機
） 

●
団
交
世
代
の
大
量
退
職
（20

0
7

年
問
題
） 

●
自
民
党
が
参
議
員
選
で
惨
敗
。 

安
倍
首
相
突
然
の
辞
任
。 

●
子
を
望
む
組
合
員
へ
の
支
援 

（不
妊
治
療
の
休
暇
・休
職
） 

●
「第
２
次
男
女
平
等
政
策
」策
定 

●
セ
ク
ハ
ラ
に
関
す
る
懲
戒
規
定
の
明
文
化 

●
「WL

B

５
ヶ
年
プ
ロ
グ
ラ
ム
」策
定 

●
育
児
時
間
を
１
日
１
時
間
短
縮 

●
介
護
休
職
を
通
算
１
年
間
取
得
可
能
に 

●
介
護
短
時
間
を
１
日
２
時
間
取
得
可
能
に
。

期
間
も
１
年
へ 

●
「
労
働
組
合
活
動
へ
の
女
性
参
画
推
進
計
画
」

策
定 

●
配
偶
者
転
勤
事
由
の
休
職
ま
た
は
再
雇
用
制

度
導
入
と
整
備 

●
子
・家
族
看
護
休
暇
導
入 

●
父
親
の
育
児
参
画
可
能
な
働
き
方
の
実
現 

●
「WL

B

５
ヶ
年
プ
ロ
グ
ラ
ム
」検
証
と
見
直
し 

●
「
地
協
に
お
け
る
男
女
平
等
政
策
の
活
動
指

針
」 

策

定 

●
少
子
化
社
会
対
策
基
本
法
施
行 

●
女
性
政
策
委
員
会
を
発
展
的
に
解
消 

●
配
偶
者
の
転
勤
配
慮 

●
子
ど
も
・家
族
の
看
護
休
暇 

●
配
偶
者
出
産
休
暇
（５
日
間
） 

●
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
対
応 

●
育
児
・介
護
休
職
者
対
象
者
範
囲
拡
大 

●
育
児
休
職
期
間
延
長 

●
介
護
休
職
取
得
回
数
制
限
の
緩
和 

1981 年 

 

1988 年 1990 年 1994 年 1999 年 

法
整
備
の
状
況 

 
●
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
施
行 

●
労
働
者
派
遣
法
施
行 

●
改
正
国
民
年
金
法
施
行 

●
改
正
育
児
・介
護
休
業
法
施
行 

●
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
全
面
施
行 

●
改
正
労
働
者
派
遣
法
施
行 

 

●
育
児
休
業
法
施
行 

 

●
改
正
育
児
休
業
法
施
行 

 

●
労
働
基
準
法 

母
性
保
護
関
連
を
強
化 

 
●
改
正
男
女
雇
用
機
会
均
等
法 

施
行 

●
改
正
育
児
・介
護
休
業
法
施
行 

●
改
正
労
働
基
準
法
施
行 

●
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法 

施
行 

●
改
正
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
施
行 

●
ワ
ー
ク
・ラ
イ
フ
・バ
ラ
ン
ス
憲
章 

1986 年 

 

1992 年 1995 年 1998 年 1999 年 

 
●
「男
女
平
等
政
策
」策
定 

男
女
間
格
差
の
積
極
的
解
消
に 

向
け
た
取
り
組
み
。 

2001 年 

電
機
連
合
静
岡 

男
女
参
画
委
員
会 

●
女
性
委
員
会
を
発
展
的
に
解
消 

●
３
回
の
委
員
会
を
実
施 

・顔
合
わ
せ
、
均
等
法
勉
強
会 

・工
場
見
学
（ヤ
マ
ハ
）、
情
宣
研
修 

●
４
回
の
委
員
会
を
実
施 

・国
会
見
学
、
議
員
と
の
懇
話
会 

・次
世
代
法
と
年
金
の
勉
強
会 

●
４
回
の
委
員
会
を
実
施 

・県
男
女
共
同
参
画
施
策
等
の
勉
強
会 

・議
員
と
の
懇
談
会
、
意
識
改
革
講
演
会 

・資
生
堂
（掛
川
）訪
問
・交
流
会 

 

●
２
回
の
委
員
会
を
実
施 

・ジ
ェ
ン
ダ
ー
講
演
会
、
工
場
見
学
（FD

K

） 

・事
例
報
告
会
（FD

K

、
東
芝
キ
ヤ
リ
ア
） 

●
３
回
の
委
員
会
を
実
施 

・WL
B

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（労
働
局
主
催
）参
加 

・国
会
・憲
政
記
念
館
見
学
、
国
政
報
告 

・WL
B

憲
章
勉
強
会
（内
閣
府
） 

・電
機
連
合W

L
B

の
取
組
み
勉
強
会 

●
静
岡
県
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
宣
言 

●
４
回
の
委
員
会
を
実
施 

・時
間
管
理
術
、
改
正
均
等
法
の
勉
強
会
、 

・WL
B

講
演
会
（労
使
会
議
へ
同
席
） 

・県
男
女
共
同
参
画
施
策
の
勉
強
会 

●
３
回
の
委
員
会
を
実
施 

・WL
B

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（労
働
局
主
催
）参
加 

・WL
B

事
例
報
告
（テ
ッ
ク
伊
豆
、AE

） 

・次
世
代
法
、
男
性
の
育
休
勉
強
会 

・WL
B

  
D

V
D
Ⅰ

視
聴 

・委
員
会
に
対
す
る
提
言
作
成 

●
３
回
の
委
員
会
を
実
施 

・地
協
版
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
つ
い
て 

・WL
B

事
例
報
告
（富
士
通
、
ヤ
マ
ハ
） 

・国
会
議
員
と
の
交
流
会 

・国
会
見
学
、
国
政
報
告
、
防
衛
省
見
学 

・工
場
見
学
（ヤ
マ
ハ
掛
川
） 

●
地
協
版
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
完
成
、
公
開 

●
愛
知
地
協
と
の
交
流
会 

●
３
回
の
委
員
会
を
実
施 

・電
機
連
合W

L
B

５
ヶ
年
プ
ロ
グ
ラ
ム
勉
強
会 

・チ
ー
ム
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
（つ
ま
恋
） 

・WL
B

  
D

V
D
Ⅱ

視
聴 

・キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー 

●
滋
賀
地
協
と
の
交
流
会 

●
３
回
の
委
員
会
を
実
施 

・ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
講
演
（労
使
会
議
へ
同
席
） 

・国
会
見
学
、
国
政
報
告 

・電
機
連
合
政
策
研
修
会 

・活
動
振
り
返
り
と
プ
レ
ゼ
ン
研
修 

・滋
賀
地
協
男
女
共
生
委
員
会
と
の
交
流 

・パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン 

●
東
奥
羽
地
協
と
の
交
流
会 

電
機
連
合
の
男
女
平
等
政
策
策
定
を
受
け
、
静
岡
地
協
は
、
こ
れ

ま
で
の
女
性
委
員
会
を
発
展
的
に
解
消
し
、
全
て
の
加
盟
組
合
よ

り
男
女
１
名
ず
つ
を
登
録
し
た
メ
ン
バ
ー
で
構
成
す
る
男
女
参
画

委
員
会
を
発
足
し
ま
し
た
。 

主
に
男
女
平
等
に
関
す
る
課
題
に
つ
い
て
議
論
し
、
男
女
雇
用
機

会
均
等
法
に
つ
い
て
学
習
し
ま
し
た
。
男
女
が
共
に
働
く
職
場
見

学
を
実
施
し
、
視
野
拡
大
に
努
め
ま
し
た
。 

国
会
場
見
学
を
実
施
し
、
国
政
を
身
近
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
次
世
代
育
成
支
援
推
進
法
に
つ
い
て
の
勉
強
会
を
行
い

仕
事
と
育
児
の
両
立
支
援
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。 

均
等
法
成
立
ま
で
の
歴
史
や
静
岡
県
の
男
女
共
同
参
画
の
取
組

み
に
つ
い
て
勉
強
し
ま
し
た
。
電
機
連
合
に
よ
る
保
育
所
調
査
に

も
協
力
し
、
結
果
を
も
と
に
議
員
と
の
懇
談
会
を
実
施
し
ま
し

た
。
他
組
織
交
流
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。 

立
命
館
大
学
の
井
田
先
生
を
お
招
き
し
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
つ
い
て

講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
単
組
で
の
活
動
の
参
考
に

と
活
発
な
取
組
み
の
事
例
紹
介
を
行
い
ま
し
た
。 

労
使
会
議
に
同
席
し
、
パ
ク
先
生
のW

L
B

に
つ
い
て
の
講
演
を
聴

き
ま
し
た
。
働
き
方
改
革
と
生
産
性

U
P

の
お
話
は
、
大
変
勉
強

に
な
り
ま
し
た
。
改
正
の
あ
っ
た
均
等
法
に
つ
い
て
も
学
習
し
、
と

り
ま
く
環
境
の
変
化
を
実
感
し
ま
し
た
。 

国
会
見
学
や
国
政
報
告
を
通
し
て
、
政
治
を
身
近
に
感
じ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。07

年
に
策
定
さ
れ
たW

L
B

憲
章
に
つ
い
て
、
内

閣
府
の
担
当
者
と
の
意
見
交
換
も
実
施
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

に
学
ん
だ
こ
と
を
総
括
し
て
、
静
岡
県
に
対
し
男
女
共
同
参
画
社

会
づ
く
り
宣
言
を
し
ま
し
た
。 

労
働
局
主
催
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
小
室
淑
恵
氏
の
講
演
を
聴

き
ま
し
た
。
働
き
方
改
革
や
時
間
あ
た
り
の
生
産
性
に
つ
い
て
の

考
え
方
は
新
鮮
で
、
よ
い
気
づ
き
が
あ
り
ま
し
た
。W

L
B

に
関
す

る
事
例
報
告
会
で
は
、
年
休
取
得
や
長
時
間
労
働
削
減
の
取
組

み
に
つ
い
て
他
労
組
の
取
組
み
を
勉
強
し
ま
し
た
。 

W
L
B

に
関
す
る
事
例
報
告
で
は
、
育
児
支
援
を
テ
ー
マ
に
単
組
の

取
組
み
に
つ
い
て
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。
国
会
議
員
と
の
交
流
会

で
は
、
加
藤
敏
幸
議
員
を
は
じ
め
３
名
の
議
員
に
お
越
し
い
た
だ

き
、
ク
イ
ズ
を
盛
り
込
ん
だ
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
ま
し
た
。
議
員

を
身
近
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
と
好
評
で
し
た
。W

L
B

支
援
の

観
点
で
作
成
を
す
す
め
て
い
た
地
協
版D

B

が
完
成
し
、
地
協H

P

で
公
開
し
ま
し
た
。 

初
め
て
実
施
し
た
チ
ー
ム
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
で
は
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
や

チ
ー
ム
で
目
標
を
共
有
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
体
験
で
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
で
は
三
役
が

講
師
と
な
り
、
自
分
の
人
生
を
考
え
る
（
設
計
す
る
）
こ
と
が
自

ら
の

W
L
B

を
考
え
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
い
う
気
づ
き
を
与
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

労
使
会
議
に
同
席
し
、
中
村
先
生
の
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
に
関
す
る

講
演
を
聴
き
ま
し
た
。
国
会
見
学
や
国
政
報
告
で
は
、
電
機
連
合

の
政
策
課
題
と
絡
め
、
昨
今
の
国
政
に
つ
い
て
真
剣
に
考
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
滋
賀
地
協
の
み
な
さ
ん
が
合
流
し
た
最
終
回

の
委
員
会
で
は
、
他
地
協
の
活
動
と
自
分
た
ち
の
活
動
の
違
い
に

気
づ
き
、
客
観
的
に
静
岡
の
活
動
を
見
直
す
良
い
機
会
と
な
り

ま
し
た
。
初
め
て
挑
戦
し
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
も
参
加
者

に
は
好
評
で
し
た
。 

●
ニ
ー
ト
が
社
会
問
題
に
。 

●
戦
後
初
と
な
る
イ
ラ
ク
へ
自
衛
隊
国
外
派
遣
。 

●
イ
ラ
ク
戦
争
勃
発
。 

●
転
職
し
て
も
勤
続
し
て
も
年
収3

0
0

万
円
の
時
代 

●
日
経
平
均7

6
07

円
。20

年
前
の
水
準
に
。 

●
衆
議
院
選
挙
で
民
主
党
が
圧
勝
し
、
政
権
交
代
。 

●
裁
判
員
制
度
ス
タ
ー
ト 

●
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
世
界
的
に
流
行 

●J
A

L

が
会
社
更
生
法
適
用 

過
去
最
大
の
破
綻 

●
小
惑
星
探
査
機
「は
や
ぶ
さ
」帰
還 

●
貿
易
収
支
が3

1

年
ぶ
り
の
赤
字
に
。 

●
東
日
本
大
震
災
と
福
島
第
一
原
発
事
故
発
生
。 

●
地
上
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
放
送
終
了
。 

●
竹
島
、
尖
閣
諸
島
の
領
有
権
問
題
顕
在
化
。 

●
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
開
業 

●
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
開
催 

●
ノ
ー
ベ
ル
賞
日
本
人
４
氏
受
賞 

●2
0
02

年
１
月
か
ら
の
景
気
拡
大
が
い
ざ
な
ぎ
景
気
を

抜
く
。 

●
会
社
法
施
行
、
新
興
市
場
株
低
迷 

男女共同参画社会づくり宣言 

グループワークと

発表の様子 

滋賀地協との交流会 

国会見学会 

チームビルディング 

委員会活動

報告 と活動

方針説明 

●
解
散
総
選
挙
で
自
民
党
が
圧
勝 

●
格
差
社
会
の
拡
大
（賃
金
銀
格
差
な
ど
が
要
因
） 

●
日
本
人
の
人
口
が
初
め
て
減
少
。 

（合
計
特
殊
出
生
率1

.2
6

と
過
去
最
低
） 

●
「男
女
平
等
推
進
の
た
め
の
活
動
の
手
引
」 作

成 

●
改
正
育
児
・介
護
休
業
法 

全
面
施
行 

●
改
正
労
働
契
約
法
施
行 

●
改
正
労
働
者
派
遣
法
施
行 

●
改
正
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
施
行 

（10
0

人
以
上
の
企
業
に
も
適
用
） 

 

●
改
正
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
施
行 

●
改
正
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
法
施
行 

●
改
正
最
低
賃
金
法
施
行 

 

●
改
正
労
働
基
準
法
施
行 

●
第
３
次
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画 閣

議
決
定 

 

●
改
正
労
働
者
派
遣
法
施
行 

2000 年 

●
第
２
次
男
女
平
等
政
策
の
フ
ォ
ロ
ー
と
当
面
の 

具
体
的
取
り
組
み 
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第１１期  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取
り
巻
く
社
会 

電
機
連
合
の
取
り
組
み 

法
整
備
の
状
況 

●
安
倍
首
相
が
オ
バ
マ
米
大
統
領
と
初
め
て
会
談
、 

Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
意
向
を
表
明
。 

●
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
が
開
演3

0

周
年
。 

●
ネ
ッ
ト
選
挙
を
解
禁
す
る
改
正
公
選
法
が
成
立
。 

●
富
士
山
の
世
界
文
化
遺
産
登
録
決
定
。 

●
日
本
がT

P
P

の
交
渉
会
合
に
正
式
参
加
。 

●
台
風2

6
号
に
よ
り
伊
豆
大
島
で
土
石
流
が
発
生
。 

●
日
本
人
初
の

IS
S

船
長
に
就
任
す
る
若
田
さ
ん
の

乗
っ
た
ソ
ユ
ー
ズ
の
打
ち
上
げ
成
功
。 

●
特
定
秘
密
保
護
法
が
成
立
。 

●
消
費
税
率
８
％
が
ス
タ
ー
ト
。 

●
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
と
デ
ィ
ズ
ニ
ー
シ
ー
を 

合
わ
せ
た
入
場
者
数
が
６
億
人
を
突
破
。 

●
日
本
の
総
人
口
（1

億2
7
2
9

万8

千
人
）の 

４
人
に
１
人
（31

89

万8

千
人
）が65

歳
以
上
。 

●8

月11

日
を
「山
の
非
」と
す
る
改
正
祝
日
法
成 

 
 

立
。20

16

年
か
ら
。 

●
群
馬
県
「富
岡
製
紙
場
と
絹
産
業
遺
産
群
」ユ
ネ
ス
コ

世
界
文
化
遺
産
に
登
録
決
定
。 

 

●
短
時
間
労
働
者
の
雇
用
管
理
の
改
善
な
ど

に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
。 

●
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
施
行
規
則
を
改
正

す
る
省
令
等
を
公
布
。 

 
 

間
接
差
別
と
な
り
得
る
措
置
の
範
囲
の
見

直
し
等
（平
成2

6

年7

月1

日
施
行
） 

 

●
労
働
組
合
活
動
へ
の
女
性
の
参
画
推
進
計
画 

電
機
連
合
静
岡 

男
女
参
画
委
員
会 

●
２
年
１
期
の
活
動
カ
ウ
ン
ト
に
変
更
。 

今
期
は
６
回
の
委
員
会
を
実
施
。 

・WL
B

理
解
度
チ
ェ
ッ
ク
（○×

ｸ
ｲ
ｽ
ﾞ

） 

・電
機
連
合
「男
女
平
等
参
画
社
会
の
実
現
」 

 

に
向
け
た
取
り
組
み
講
演 

・国
会
見
学
／
国
政
報
告 

 

・
政
策
制
度
の
課
題
に
対
す
る
電
機
連
合
の

取
り
組
み
とW

L
B

実
現
に
向
け
て 

・WL
B

  
D

V
D
Ⅱ

視
聴 

・ワ
ー
ル
ド
・カ
フ
ェ
手
法
に
よ
る
ワ
ー
ク 

・チ
ー
ム
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
（つ
ま
恋
） 

・キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー 

●
愛
知
地
協
と
の
交
流
会 

国
会
見
学
や
国
政
報
告
で
、
政
策
課
題
へ
の
電
機
連
合
の
取
り
組

み
とW

L
B

実
現
に
向
け
て
を
絡
め
、
労
働
組
合
が
何
故
、
政
治
活

動
に
取
り
組
む
必
要
性
が
あ
る
の
か
、
当
委
員
会
が
国
会
見
学
・

国
政
報
告
な
ど
を
活
動
に
取
り
込
ん
だ
の
か
を
学
ぶ
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。 

ワ
ー
ル
ド
・
カ
フ
ェ
手
法
に
よ
る
ワ
ー
ク
を
取
り
込
み
、
多
く
の
メ

ン
バ
ー
の
意
見
や
考
え
を
聴
く
事
が
出
来
ま
し
た
。 

チ
ー
ム
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
で
は
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
や
チ
ー
ム
で
目
標
を

共
有
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
体
験
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
で
は
三
役
が
講
師
と
な
り
、
自
分

の
人
生
を
考
え
る
（設
計
す
る
）
こ
と
が
自
ら
のW

L
B

を
考
え
る

こ
と
に
つ
な
が
る
と
い
う
気
づ
き
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。 


